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 「学校における文化芸術鑑賞・体験推進事業

（ユニバーサル公演）」を活用し、ＮＰＯ法人「み

んなのことば」による参加型クラシックプログ

ラム「みんなのコンサート」がありました。フル

ート、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの四重奏

で、ベートーベンの「運命」や「さんぽ」等、素

敵な生演奏を聴きました。今回は、部ごとに冷房

が効くサブアリーナで演奏を聴いたこともあり、

演奏者との距離が近く、演奏者の表情や楽器の

演奏方法もよく分かりました。参加型ということで、歌っても手拍子をしてもいい、感じたまま

を体全体で表現していい演奏会でした。また、司会者の方がテンポよく曲案内をしながら、場の

雰囲気を和らげてくださいました。「素晴らしい演奏には『ブラボー！』と言って気持ちを伝える

んだよ」と司会者の方に教えていただいた子どもたちは、美しい演奏が終わるたびに「ブラボー！」

と拍手喝采でした。演奏を聴いている子どもたちの表情も笑顔だったり目を閉じて聞いていたり

と、とても心地よい時間になりました。子どもたちが大好きな音楽。生の演奏を聴く機会を今後

も大切にしていきたいです。 

 

 

 本校最大のイベント「稲養祭」に向けて、

実行委員会の皆さん中心に準備が進めら

れています。今年のテーマは「はばたけ！

青春！みんなハッピー稲養祭2025レッツ

ゴー」。玄関には一人一つずつ作ったいな

りちゃんの顔がたくさん張り出されてお

り、一つ一つ表情が違って楽しいです。 

 稲養祭は日々の学習の成果を発表する

場であり、クラスを超えて学年・部・そして全校で一つの目標に向かって頑張れる

貴重な場です。校内を見回っていると、販売会に向けた製品づくりを一生懸命して

いたり、クラスや学年ごとの稲養祭単元を楽しんでいたりと子どもたちも稲養祭に

向けて気持ちが高まってきています。当日はもちろん、稲養祭に向けた活動の中で、子どもたち

が更に成長してくれることを願っています。保護者の皆様も当日を楽しみにしていてください！ 

 

 

本校では月に一度の職員会の折、職員が非違行為を起こさない

よう年間通して研修を実施しています。体罰の防止（人権の尊

重）、セクハラ・パワハラ・わいせつ行為の防止、個人情報の管理、

交通法規の遵守等多岐にわたり計画的に実施しています。今月の

職員会では公金の扱いについて研修しました。特に人権について

は、私達が子どもの人権を守ることを広く発信していく立場であ

ることを肝に銘じて、日常の教育活動にあたらなくてはならない

と考えています。これからも、保護者や地域の皆様に信頼される

学校でいられるよう、継続して研修を続けていきます。 

非違行為防止職員研修を実施しています 

 

素敵な音色につつまれて♪ 

いよいよ来週９月 26・27日は稲養祭！ 

中学部が種から育てた花壇 

フラワーブラボーコンクール 

今年は奨励賞受賞！ 


